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課題233 データ利活用等のデジタル化の推進による社会課題・地域課題解決のための実証型研究開発
提案課題：デジタル技術を活用した日本酒製造条件管理技術の開発
提案者：山形県工業技術センター

○日本酒は、日本の伝統的な文化であると同時に地域に根付いた重要な地場産業であり、山形県内には５０以上の酒蔵が存在する。

○一方で、酒文化の多様化やグローバル化の中で、伝統的な製法を守る中小規模の酒蔵の経営や人材確保は非常に厳しい状況下にある。

○山形県では、工業技術センターが中心となり県内の酒蔵が相互にデータ提供するなどの協力をして良い酒造りを志向する素地があり、
ここへ、①新たに開発した酒米のアルカリ崩壊試験法による酒米溶解特性の数値化による醸造条件管理の簡素化や、②醪発酵特性分析、
③醸造工程へのIoTシステム導入による遠隔モニタリングの実現による省力化を図り、酒蔵の持続的な経営を実現する。

【背景】
伝統的な日本酒文化と地場産業を将来に残す

Ref. 大山観光協会 http://ooyama-kankou.jp

【研究①】
アルカリ崩壊試験法（特許出願中）による酒米溶解特性の定量化

【研究②】
醪発酵特性分析
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【研究③】・・・①②の分析データを反映
仕込み工程のIoTモニタリングシステム構築

【目指す姿】
○日本酒製造技術のデジタル化による保存・継承
○醸造条件の定量化による数値管理手法の確立
○IoT技術の導入による生産管理の省力化
これらの実現により持続的な酒蔵経営を実現する

研究成果を反映することで実現する

【課題】
製造技術の保存と継承
労働負荷の軽減と労働力の持続的な確保

採択を受けた提案課題


